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厚生労働省は､改正労働契約法第 18 条の無期転換ルール改正に向けて学識者による検討会を設置し､有期契約労働者への周知

や無期転換を申し込む機会の確保などルールの普及策をまとめることとしています｡無期転換ルールとは､有期労働契約が更新

されて通算５年を超えたときは､労働者の申込みにより期間の定めのない労働契約 ( 無期労働契約 ) に転換できるルールです。

2021 年 7 月 28 日､その検討会で｢無期転換ルールと多様な正社員の雇用ルール等に関する実態調査｣の

結果が公表されました｡今回の調査では､無期転換がどれくらいおこなわれているかなどの実態や雇止め

の状況が報告されており､その概要は以下の通りです。

上記の結果から､実際に無期転換の権利を行使した労働者の割合はそれほど多くはありませんが､無期転換をした労働者は概

ね現在の働き方に満足していると思います｡しかしながら､企業の無期転換ルールへの対応として､｢通算 5 年を超えないよう
に､更新回数や通算勤続年数の上限等を設定する｣といったことも報告されています｡このあたりの実態を踏まえて､検討会で

雇止め対策と制度の見直しが議論されており､今秋以降にまとめる予定となっています。

詳しい調査結果は､厚生労働省 HP｢多様化する労働契約のルールに関する検討会 第５回資料｣をご覧ください。

大企業ほど割合が高く､1000 人以上の企業では 39.9% だったのに対し､

30 ～ 99 人の企業では､17.1％､5 ～ 29 人の企業では 8.6% に留まっています。

｢希望する｣と答えた人の割合は 18.9%､

｢希望しない｣と答えた人の割合は 22.6%､

｢わからない｣と答えた人の割合は 53.6%

となっています｡

無期転換した人のうち現在の働き方に満足していると

答えた人の割合は 60.7% で､

その理由としては､

　｢労働時間･日数が自分の希望
　に合致しているから｣　
　｢失業の心配がないから｣が

多くなっています｡

逆に､満足していないと答えた

人の割合は 28.5% で､

その理由として､

　｢賃金水準が正社員と比べて
　低いから｣　
　｢頑張ってもステップアップが
　見込めないから｣が

多くなっています｡

｢わからない｣と答えた人のうち無期転換ルールについて｢知らない｣と回答した人が５割

を超えていました｡希望する人の理由は､｢雇用不安がなくなる｣｢長期的なキャリア形成　　

や将来的な生活設計が立てやすくなる｣等が挙げられています｡

希望しない人の理由は､｢高齢だから｣｢定年後の再雇用だから｣｢現状に不満はないから｣

｢契約期間だけなくなっても意味がないから｣が挙げられています｡

｢無期転換ルール｣に関する実態調査の公表について

ま
と
め

資料出所「有期労働契約に関する実態調査（個人）」令和 3 年 1 月 1 日調査時点
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●無期転換の権利が発生した人のうち実際に権利を行使した人の割合

●有期契約労働者の無期転換の希望の有無

●無期転換労働者の満足度について

（2018 年度､2019 年度）

（2021 年 1 月調査時点）

（2021 年 1 月調査時点）
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